
　　　　　計画相談支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　西海市障がい者等相談支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　施設入所支援事業「光明園」

　　　エ　介護サービス包括型指定共同生活援助事業「鹿追の里」拠点（社会福祉事業）

　　　オ　生活介護事業所「瀬戸広域デイサービスセンター」拠点（社会福祉事業）

　　　カ　相談支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」拠点（社会福祉事業）

　　　　　地域移行支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　地域定着支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　生活介護事業「大瀬戸厚生園」

　　　　　施設入所支援事業「大瀬戸厚生園」

　　　　　短期入所事業「大瀬戸厚生園」

　　　　　老人短期入所事業「大瀬戸厚生園」

　　　ウ　障害者支援施設「光明園」拠点（社会福祉事業）

　　　　　生活介護事業「光明園」

（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第１号の３様式、第２号の３様式、第３号の３様式）

（４）拠点区分別計算書類（第１号の４様式、第２号の４様式、第３号の４様式）

（５）収益事業における拠点区分別内訳表（当法人では収益事業を実施していない為作成していない。）

（６）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　ア　法人本部拠点（社会福祉事業）

　　　イ　障害者支援施設「大瀬戸厚生園」拠点（社会福祉事業）

独立行政法人福祉医療機構の退職共済

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

（１）法人全体の計算書類（第１号の１様式、第２号の１様式、第３号の１様式）

（２）事業区分別内訳表（当法人では社会福祉事業以外は実施していない為作成していない。）

（１）固定資産の減価償却の方法・・・定額法

（２）引当金の計上基準・・・賞与引当金―当該会計年度の負担に属する４カ月相当額を計上

３．重要な会計方針の変更

リース取引についてリース会計を適用した

４．法人で採用する退職給付制度

計算書類に対する注記（社会福祉法人　緑葉会）

１．継続事業の前提に関する注記

特に無し

２．重要な会計方針



（単位：円）

（単位：円）

器具及び備品 128,081,028 110,515,563 17,565,465

構築物 78,601,040 61,090,069 17,510,971

車輛運搬具 6,883,427 6,769,008 114,419

土地（基本財産） 153,334,848 0 153,334,848

建物（基本財産） 1,252,967,148 933,365,722 319,601,426

　（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

特に無し 円

計

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

特に無し 円

計

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

　　特別積立金の取崩し

国庫補助金等特別積立金１５，１７９，０８６円を取り崩した。

８．担保に供している資産

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

合計 493,800,346 9,790,000 30,654,072 472,936,274

７．会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等

土地 153,334,848 0 0 153,334,848

建物 340,465,498 9,790,000 30,654,072 319,601,426

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　　　　　レスキュー事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　キ　通所介護事業所「瀬戸広域デイサービスセンター」拠点（社会福祉事業）

　　　ク　認知症対応型共同生活介護事業所「グループホームさくら」拠点（社会福祉事業）

６．基本財産の増減の内容及び金額



（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

種類 法人等の 住所 資産総額 事業の 議決権の 取引の 取引金額 科目

名称 内容 所有割合 役員の 事実上 内容

又は職業 兼務等 の関係

特に無し

・・・・・・・・

１３．重要な偶発債務

特に無し

１２．関連当事者との取引の内容

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。

関係内容

取引条件及び取引条件の決定方針等

合計

特に無し

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

合計

特に無し

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

修繕積立金資産 14,000,000 0 14,000,000

合計 1,760,310,292 1,153,567,263 606,743,029

建物 53,588,232 38,053,765 15,534,467

有形リース資産 15,978,780 3,773,136 12,205,644

土地 56,875,789 0 56,875,789



特に無し

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

　　　純資産の状態を明らかにするために必要な事項

特に無し

１４．重要な後発事象



　　　　　計画相談支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　西海市障がい者等相談支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　施設入所支援事業「光明園」

　　　エ　介護サービス包括型指定共同生活援助事業「鹿追の里」拠点（社会福祉事業）

　　　オ　生活介護事業所「瀬戸広域デイサービスセンター」拠点（社会福祉事業）

　　　カ　相談支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」拠点（社会福祉事業）

　　　　　地域移行支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　地域定着支援事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　　　生活介護事業「大瀬戸厚生園」

　　　　　施設入所支援事業「大瀬戸厚生園」

　　　　　短期入所事業「大瀬戸厚生園」

　　　　　老人短期入所事業「大瀬戸厚生園」

　　　ウ　障害者支援施設「光明園」拠点（社会福祉事業）

　　　　　生活介護事業「光明園」

（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第１号の３様式、第２号の３様式、第３号の３様式）

（４）拠点区分別計算書類（第１号の４様式、第２号の４様式、第３号の４様式）

（５）収益事業における拠点区分別内訳表（当法人では収益事業を実施していない為作成していない。）

（６）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　ア　法人本部拠点（社会福祉事業）

　　　イ　障害者支援施設「大瀬戸厚生園」拠点（社会福祉事業）

独立行政法人福祉医療機構の退職共済

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

（１）法人全体の計算書類（第１号の１様式、第２号の１様式、第３号の１様式）

（２）事業区分別内訳表（当法人では社会福祉事業以外は実施していない為作成していない。）

（１）固定資産の減価償却の方法・・・定額法

（２）引当金の計上基準・・・賞与引当金―当該会計年度の負担に属する４カ月相当額を計上

３．重要な会計方針の変更

リース取引についてリース会計を適用した

４．法人で採用する退職給付制度

計算書類に対する注記（社会福祉法人　緑葉会）

１．継続事業の前提に関する注記

特に無し

２．重要な会計方針



（単位：円）

（単位：円）

17,565,465

17,510,971

114,419

153,334,848

319,601,426

　（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

当期末残高

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

　　特別積立金の取崩し

国庫補助金等特別積立金１５，１７９，０８６円を取り崩した。

８．担保に供している資産

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

472,936,274

７．会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等

153,334,848

319,601,426

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

当期末残高

　　　　　レスキュー事業「広域障害者生活支援センター光明園」

　　　キ　通所介護事業所「瀬戸広域デイサービスセンター」拠点（社会福祉事業）

　　　ク　認知症対応型共同生活介護事業所「グループホームさくら」拠点（社会福祉事業）

６．基本財産の増減の内容及び金額



（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

期末残高

・・・・・・・・

１３．重要な偶発債務

特に無し

１２．関連当事者との取引の内容

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。

取引条件及び取引条件の決定方針等

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

評価損益

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

債権の当期末残高

14,000,000

606,743,029

15,534,467

12,205,644

56,875,789



特に無し

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

　　　純資産の状態を明らかにするために必要な事項

特に無し

１４．重要な後発事象


